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第1編 第２章　心と行動をめぐる探究

３つのヒューリスティックス p.18

〔代表的ヒューリスティック〕 〔利用可能性ヒューリスティック〕
例　：�理屈っぽい〇〇君（A）は，文系ではな 例　：�地震が起きた直後では，地震のことが

く理系（B）に違いない。（この例では， 鮮明に浮かぶので，地震の確率を高く
「理系の典型的なイメージ＝理屈っぽい 見積もる。
（C）」と考えている） 説明：�ある事象の起こりやすさを，その思い

説明： 事象ＡとカテゴリーＢの関連の強さを， 浮かびやすさにもとづき判断する。
そのカテゴリーに典型的に見られる特
徴Ｃにもとづき判断する。

記憶のしくみ ―二重貯蔵モデル	 p.18 対象の永続性 

情報の入り口
短期記憶 長期記憶

短期貯蔵庫 長期貯蔵庫

感覚器官 一時的な作動記憶

（ワーキングメモリー）

検索
永続的な

記憶の貯蔵庫

視覚 宣言的記憶

＜制御過程＞ （言葉によって蓄積され
ている記憶）

聴覚 ①リハーサル ・意味記憶
　（情報を頭の中で何 ・エピソード記憶

嗅覚

味覚

　度も繰り返すこと）

②コーディング

③決定
リハーサル
（転送）

非宣言的記憶
（動作や一連の手続きに

④検索 よって記憶されている

触覚 ⑤方略
記憶）

・手続き記憶 おもちゃで
遊ぶ赤ちゃん

別紙4

〔係留と調整ヒューリスティック〕
例　：�私の勉強時間は５時間なので，私より

真面目な〇〇さんの勉強時間は６時間
くらいだろう。

説明：�量の大きさを推測するとき，はじめの
量を設定し（係留），そこから調整する
ことで判断する。 

p.19 

おもちゃが布で おもちゃが布の下に
隠されている あると知っている

※生後，およそ 6 ヵ月を過ぎると，目の前のおもちゃが布で隠されるなどして，
反応の出力 直接見えなくなっても，それが存在し続けるという，対象の永続性を獲得する。




